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【photo 記録アルバム】古い記憶を思い起しながらの大阪港の渡しwalk                2017.10.27.　　by Mutsu Nakanishi



【【記録記録】】 大阪港の渡し大阪港の渡しwalkwalk 2017.10.27.2017.10.27.

大阪の街は淀川の河口に発達したいくつもの島や砂洲の大阪の街は淀川の河口に発達したいくつもの島や砂洲の
上に発達した町。高度成長期に沖に南港の人口島が造成上に発達した町。高度成長期に沖に南港の人口島が造成
されるまでは、港も工場もみんな河口から奥へ川岸に沿っされるまでは、港も工場もみんな河口から奥へ川岸に沿っ
て広がり、川筋をトラバースするため、川筋にはいくつも渡て広がり、川筋をトラバースするため、川筋にはいくつも渡
し場がありました。し場がありました。
大きな橋がいくつも建設され、バス・地下鉄ができた現在も、大きな橋がいくつも建設され、バス・地下鉄ができた現在も、
対岸へ渡るには公共交通や橋を渡るより渡しで渡るのが一対岸へ渡るには公共交通や橋を渡るより渡しで渡るのが一
番の生活手段である事情はかわっていない。番の生活手段である事情はかわっていない。

地図を見ると船が横付される工場群が川筋に並び、おいそ地図を見ると船が横付される工場群が川筋に並び、おいそ
れと橋が架けられず、高所を渡ってゆく橋を見上げれば、れと橋が架けられず、高所を渡ってゆく橋を見上げれば、
船の渡しの方がはるかに早く便利なのです。船の渡しの方がはるかに早く便利なのです。
自転車も一緒に乗れる渡しは通勤・通学・買い物そして近自転車も一緒に乗れる渡しは通勤・通学・買い物そして近
年は観光にも。年は観光にも。

私にとってはいつも頭の片隅にしまいおかれている場所。私にとってはいつも頭の片隅にしまいおかれている場所。 大阪市に勤めていた父が、退職後２度の勤めで通ったのが、大正橋の木大阪市に勤めていた父が、退職後２度の勤めで通ったのが、大正橋の木
津川沿岸で仕事する小さな会社の集まりの共同組合で、津川沿岸で仕事する小さな会社の集まりの共同組合で、 「大正橋」・「三軒家」・「泉尾」・「天保山」・「築港」・「安治川」「大正橋」・「三軒家」・「泉尾」・「天保山」・「築港」・「安治川」 「市岡」「野田「市岡」「野田

阪神」「九条」などの大阪港周辺の地名には今も親しみを感じているが、その大半には阪神」「九条」などの大阪港周辺の地名には今も親しみを感じているが、その大半には 名前ほど街中を意識して歩いたことがない。名前ほど街中を意識して歩いたことがない。
また、大阪港の渡しには何度となく連れて行ってもらったが、その場所についての記憶もほとんどない。また、大阪港の渡しには何度となく連れて行ってもらったが、その場所についての記憶もほとんどない。
みんな遠い小さなときの記憶でみんな遠い小さなときの記憶で 名前・地名ほどにははっきりした記憶はない。名前・地名ほどにははっきりした記憶はない。
また、大学４年の夏現場実習で日立造船・築港工場に約１ケ月通ったのですが、そのすぐ横にも船町の渡船場がりました。また、大学４年の夏現場実習で日立造船・築港工場に約１ケ月通ったのですが、そのすぐ横にも船町の渡船場がりました。

インターネットに大阪港の渡しのマップを見つけ、また思い出してインターネットに大阪港の渡しのマップを見つけ、また思い出して 地図を引っ張り出して、今も残っている大阪港の渡し並びに港の街地図を引っ張り出して、今も残っている大阪港の渡し並びに港の街
歩きをやってみたいと地図に歩きをやってみたいと地図に 「自分の記憶を呼び起す大阪港の渡し巡りのコースを作りました。「自分の記憶を呼び起す大阪港の渡し巡りのコースを作りました。

今回は 挫折せずしっかり大阪港の渡し巡りのWALKをしようと 快晴になった１０月２７日の朝 神戸を出て
阪神電車なんば線に乗り、スタートに決めたJR西九条駅へ
一日大阪港の渡し場巡りで撮った大量の渡船場周辺のPhoto また どこかで記憶を呼び起す材料になればと
独りよがりの大阪港の渡しwalkのphoto album のファイルです。



•• 大阪の港は古くから大阪湾にそそぐ川の河口奥深くにあり、大阪の港は古くから大阪湾にそそぐ川の河口奥深くにあり、 港の川を渡る渡し港の川を渡る渡し
が今も現役で残っているが今も現役で残っている

2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 . 大 阪 北 港 の 渡 し 巡 り 尻 無 川 河 口 大 正 内 港 に 架 か る 千 歳 橋 よ り 周 辺 を 眺 め る

南 西 の 大 阪 南 港南 西 の 大 阪 南 港 南 港 大 橋 を 眺 め る南 港 大 橋 を 眺 め る 東 南東 南 大 正 内 港 か ら 右 端 新 木 津 川 大 橋大 正 内 港 か ら 右 端 新 木 津 川 大 橋

東 北 側東 北 側 大 正 内 港大 正 内 港 背 後 に 生 駒 山 が か す む 手 前背 後 に 生 駒 山 が か す む 手 前 千 歳 公 園千 歳 公 園 右 端 に ア ベ ノ ハ ル カ ス が 遠 望右 端 に ア ベ ノ ハ ル カ ス が 遠 望

大 阪 湾 に 注 ぎ 込 む 幾 つ も の 川 の 河 筋 に 発 達 し た 大 正 内 港 な ど 大 阪 の 北 港大 阪 湾 に 注 ぎ 込 む 幾 つ も の 川 の 河 筋 に 発 達 し た 大 正 内 港 な ど 大 阪 の 北 港
そ の 川 筋 を ト ラ バ ー ス す る 生 活 道 路 と し てそ の 川 筋 を ト ラ バ ー ス す る 生 活 道 路 と し て 今 も 市 民 の 足 と し て 現 役 の 渡 し ・ 渡 船 場今 も 市 民 の 足 と し て 現 役 の 渡 し ・ 渡 船 場

地 名 の 記 憶 に は あ る の で す が 、 も う 何 十 年 も 前 ・ ・ ・地 名 の 記 憶 に は あ る の で す が 、 も う 何 十 年 も 前 ・ ・ ・
ふ っ と 思 い 立 っ てふ っ と 思 い 立 っ て 大 阪 港 の 川 筋 に あ る 渡 し大 阪 港 の 川 筋 に あ る 渡 し (( 渡 船 場渡 船 場 )) 巡 り を し ま し た巡 り を し ま し た



大 阪 の 街 は 淀 川 の 河 口 に 発 達 し た い く つ も の 島 や 砂 洲 の 上 に 発 達 し た 町 。大 阪 の 街 は 淀 川 の 河 口 に 発 達 し た い く つ も の 島 や 砂 洲 の 上 に 発 達 し た 町 。
高 度 成 長 期 に 沖 に 南 港 の 人 口 島 が 造 成 さ れ る ま で は 、 港 も 工 場 も み ん な 河 口 か ら 奥 へ 川 岸 に 沿 っ て高 度 成 長 期 に 沖 に 南 港 の 人 口 島 が 造 成 さ れ る ま で は 、 港 も 工 場 も み ん な 河 口 か ら 奥 へ 川 岸 に 沿 っ て
広 が り 、 川 筋 を ト ラ バ ー ス す る た め 、 川 筋 に は い く つ も 渡 し 場 が あ り ま し た 。広 が り 、 川 筋 を ト ラ バ ー ス す る た め 、 川 筋 に は い く つ も 渡 し 場 が あ り ま し た 。
大 阪 の 港 地 域 の 住 民 に と っ て は大 阪 の 港 地 域 の 住 民 に と っ て は 大 き な 橋 が い く つ も 建 設 さ れ 、 バ ス ・ 地 下 鉄 が で き た 現 在 も 、 対 岸 へ大 き な 橋 が い く つ も 建 設 さ れ 、 バ ス ・ 地 下 鉄 が で き た 現 在 も 、 対 岸 へ
渡 る に は 公 共 交 通 や 橋 を 渡 る よ り 渡 し を 使 う の が 一 番 の 生 活 手 段 で あ る 事 情 は か わ っ て い な い 。渡 る に は 公 共 交 通 や 橋 を 渡 る よ り 渡 し を 使 う の が 一 番 の 生 活 手 段 で あ る 事 情 は か わ っ て い な い 。

地 図 を 見 る と 船 が 横 付 さ れ る 工 場 群 が 川 筋 に 並 び 、 お い そ れ と 橋 が 架 け ら れ ず 、 高 所 を 渡 っ て ゆ く 橋地 図 を 見 る と 船 が 横 付 さ れ る 工 場 群 が 川 筋 に 並 び 、 お い そ れ と 橋 が 架 け ら れ ず 、 高 所 を 渡 っ て ゆ く 橋
を 見 上 げ れ ば 、 船 の 渡 し の 方 が は る か に 早 く 便 利 な の で す 。を 見 上 げ れ ば 、 船 の 渡 し の 方 が は る か に 早 く 便 利 な の で す 。
自 転 車 も 一 緒 に 乗 れ る 渡 し自 転 車 も 一 緒 に 乗 れ る 渡 し 通 勤 ・ 通 学 ・ 買 い 物 そ し て 近 年 は 観 光 に も 。通 勤 ・ 通 学 ・ 買 い 物 そ し て 近 年 は 観 光 に も 。

大 阪 の 港大 阪 の 港 安 治 川 か ら 木 津 川 の 河 口 近 く に 今 も 地 域 の 道 と し て 使 わ れ て い る 渡 船 場 が い く つ も あ る 。安 治 川 か ら 木 津 川 の 河 口 近 く に 今 も 地 域 の 道 と し て 使 わ れ て い る 渡 船 場 が い く つ も あ る 。
「 大 正 橋 」 ・ 「 三 軒 家 」 ・ 「 泉 尾 」 ・ 「 天 保 山 」 ・ 「「 大 正 橋 」 ・ 「 三 軒 家 」 ・ 「 泉 尾 」 ・ 「 天 保 山 」 ・ 「 築 港築 港 」 な ど の 名 前 と と も に 、 子 供 の 頃 何 度 も 連 れ て 行 っ て も」 な ど の 名 前 と と も に 、 子 供 の 頃 何 度 も 連 れ て 行 っ て も
ら っ た 記 憶 が あ る 。ら っ た 記 憶 が あ る 。 ど ん な 所 七 日 の 記 憶 は 全 く な い が 、 地 名 は 鮮 明 に 覚 え て い る 。ど ん な 所 七 日 の 記 憶 は 全 く な い が 、 地 名 は 鮮 明 に 覚 え て い る 。 ま た 、 大 学 ４ 年ま た 、 大 学 ４ 年
の 夏 現 場 実 習 に か よ っ た 造 船 所 の す ぐ 横 に も 船 町 の 渡 船 場 が あ っ た 。の 夏 現 場 実 習 に か よ っ た 造 船 所 の す ぐ 横 に も 船 町 の 渡 船 場 が あ っ た 。

ふ と ま た 思 い 出 し てふ と ま た 思 い 出 し て 地 図 を 引 っ 張 り 出 し て 、 今 も 残 っ て い る 大 阪 港 の 渡 し を 巡 り ま し た 。地 図 を 引 っ 張 り 出 し て 、 今 も 残 っ て い る 大 阪 港 の 渡 し を 巡 り ま し た 。

桜 島 か ら 天 保 山 へ 渡 る 安 治 川 河 口桜 島 か ら 天 保 山 へ 渡 る 安 治 川 河 口 桜 島 側 の 天 保 山 渡 船 場桜 島 側 の 天 保 山 渡 船 場 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .



神 戸 か ら 阪 神 な ん ば 線 で 西 九 条 駅 で USJ 人気の路線JRゆめ咲線終点の桜島駅下車

桜島駅から大阪港の渡しwalkを スタート

J R 桜 島 駅 → 安 治 川 天 保 山 渡 船 → 尻 無 川 甚 平 渡 船 → 尻 無 川 河 口 北 港 千 歳 渡 船 → 木 津 川 運 河 船 町 渡 船
→ 船 町 か ら 市 バ ス 北 側 の 恩 加 島 へ 戻 る → 木 津 川 落 合 下 渡 船 ( 往 復 )  → 木 津 川 落 合 上 渡 船 ( 往 復 )  →
→ 大 正 通 ・ 泉 尾 か ら バ ス で 北 の 三 軒 家 経 由 J R 大 正 駅

大 阪 港 に は ほ か に大 阪 港 に は ほ か に
◆ 船 町 か ら 木 津 川 河 口 を 渡 る 木 津 川 渡 船◆ 船 町 か ら 木 津 川 河 口 を 渡 る 木 津 川 渡 船 ◆ 南 恩 加 島 か ら 西 成 へ 木 津 川 を 渡 る 千 本 松 渡 船◆ 南 恩 加 島 か ら 西 成 へ 木 津 川 を 渡 る 千 本 松 渡 船
22 つ の 現 役 渡 船 場 も 残 っ て い る が 、 今 回 は 尻 無 川 と 木 津 川 に 挟 ま れ た 大 正 区 の 街 中 も 歩 き た く て 、つ の 現 役 渡 船 場 も 残 っ て い る が 、 今 回 は 尻 無 川 と 木 津 川 に 挟 ま れ た 大 正 区 の 街 中 も 歩 き た く て 、
パ ス し ま し た 。パ ス し ま し た 。

桜 島 か ら 天 保 山 へ 渡 る 安 治 川 河 口 桜 島 側 の 天 保 山 渡 船 場 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .



天 保 山 渡 船 場天 保 山 渡 船 場 甚 平 渡 船 場甚 平 渡 船 場 2017.10.27.2017.10.27.

船 町 渡 船 場船 町 渡 船 場 落 合 上 渡 船 場落 合 上 渡 船 場千 歳 渡 船 場千 歳 渡 船 場

甚平渡船場甚平渡船場 落 合 上 渡 船 場落 合 上 渡 船 場



J RJ R 西 九 条西 九 条

J RJ R 大 正大 正

J RJ R 桜 島桜 島 難 波難 波

甚平渡甚平渡

天保山渡天保山渡

千歳渡千歳渡

船町渡船町渡

落合下渡落合下渡

落合上渡落合上渡

千本松渡

木津川渡

大阪港渡船場巡り大阪港渡船場巡り 2017.10.27.2017.10.27.

現在も「道」として地域の足現在も「道」として地域の足

千島
公園



2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 . J RJ R 夢 咲 線夢 咲 線 西 九 条 駅 ホ ー ム西 九 条 駅 ホ ー ム 1 0 : 0 31 0 : 0 3

神戸から阪神なんば線西九条駅で神戸から阪神なんば線西九条駅でJRJR夢咲線に乗り継いで、夢咲線に乗り継いで、JRJR桜島駅へ桜島駅へ 平日というのに桜島駅の一つ手前の平日というのに桜島駅の一つ手前の
USJUSJに向かう人たちでホームはいっぱい。に向かう人たちでホームはいっぱい。 短い盲腸線ながら短い盲腸線ながらUSJUSJができて人気のアクセス路線である。ができて人気のアクセス路線である。
かつては安治川河口沿いにある大工場群に向かう人たちで通勤時にはごった返した桜島線。通勤路線からかつては安治川河口沿いにある大工場群に向かう人たちで通勤時にはごった返した桜島線。通勤路線からUSJUSJへへ



桜 島 駅 到 着桜 島 駅 到 着 1 0 : 1 8  1 0 : 1 8  ユ ニ バ ー サ ル シ テ ィ ー 駅 で 多 く の 人 が お り 、 少 し 時 間 待 ち し て 終 点 の 桜 島 駅 へユ ニ バ ー サ ル シ テ ィ ー 駅 で 多 く の 人 が お り 、 少 し 時 間 待 ち し て 終 点 の 桜 島 駅 へ
桜 島 駅 の 外 へ 出 る 階 段 の 窓 か ら は 天 保 山 へ 渡 っ て ゆ く 高 速 道 路 湾 岸 線 の 大 高 架 橋 、 す ぐ 前 で は 広 い桜 島 駅 の 外 へ 出 る 階 段 の 窓 か ら は 天 保 山 へ 渡 っ て ゆ く 高 速 道 路 湾 岸 線 の 大 高 架 橋 、 す ぐ 前 で は 広 い
敷 地 が 工 事 の 真敷 地 が 工 事 の 真 っっ 最 中 。最 中 。 U S JU S J が で き て 、 こ の 周 辺 が 急 速 に 発 展 し て い る の が 手 に 取 る よ う 。が で き て 、 こ の 周 辺 が 急 速 に 発 展 し て い る の が 手 に 取 る よ う 。
で もで も 人 影 は 少 な い 。人 影 は 少 な い 。



桜 島 駅 の 東 側 か ら 南 の 安 治 川 河 口 突 端 の 天 保 山 渡 船 場 へ桜 島 駅 の 東 側 か ら 南 の 安 治 川 河 口 突 端 の 天 保 山 渡 船 場 へ 2017.10.27.2017.10.27.
安 治 川 を 渡 る 高 速 道 路 の 奥 に 南 港 大 橋 そ し て 右 奥 に は 天 保 山 の 大 観 覧 車 が 見 え る 天 保 山 へ 渡 る 渡 船 場 は 道 沿 い安 治 川 を 渡 る 高 速 道 路 の 奥 に 南 港 大 橋 そ し て 右 奥 に は 天 保 山 の 大 観 覧 車 が 見 え る 天 保 山 へ 渡 る 渡 船 場 は 道 沿 い
に 南 へ 進 ん でに 南 へ 進 ん で 高 速 道 路 を 潜 り 抜 け て 、 こ の 地 区 の 南 東 端高 速 道 路 を 潜 り 抜 け て 、 こ の 地 区 の 南 東 端 安 治 川 の 河 口 に あ る 。安 治 川 の 河 口 に あ る 。 初 め て 行 く 場 所 に 期 待 大初 め て 行 く 場 所 に 期 待 大



南 側 よ り南 側 よ り J RJ R 夢 咲 線 の 終 点 桜 島 駅夢 咲 線 の 終 点 桜 島 駅 2 0 1 7 .2 0 1 7 . １ ０ ． ２ ７１ ０ ． ２ ７ ..
駅 前 東 側 の 広 い 道 は 駅 の 南 側 で 直 角 に カ ー ブ し て 、駅 前 東 側 の 広 い 道 は 駅 の 南 側 で 直 角 に カ ー ブ し て 、 U S JU S J のの
南 側 の フ ェ ン ス に 沿 っ て 西 へ 。南 側 の フ ェ ン ス に 沿 っ て 西 へ 。
桜 島 の 南 東 端 に あ る 渡 船 場 へ は い っ た ん こ の 道 を 西 に 行 っ桜 島 の 南 東 端 に あ る 渡 船 場 へ は い っ た ん こ の 道 を 西 に 行 っ
てて 次 の 信 号 か ら 左 手 へ 入 る次 の 信 号 か ら 左 手 へ 入 る

此花区から港区へ此花区から港区へ 安治川を東へ渡る天保山渡船場へ安治川を東へ渡る天保山渡船場へ



桜 島 駅 か ら桜 島 駅 か ら U S JU S J の 道 の す ぐ 西の 道 の す ぐ 西 桜 島桜 島 22 丁 目 の 信 号 を 南 に お れ て丁 目 の 信 号 を 南 に お れ て 桜 島 の 南 端 へ桜 島 の 南 端 へ



桜 島桜 島 22 丁 目 の 信 号 南 桜 島 の 南 端 部丁 目 の 信 号 南 桜 島 の 南 端 部 奥 に 天 保 山 の 大 観 覧 車 ・ 海 遊 館 が 見 え る 街 並 み奥 に 天 保 山 の 大 観 覧 車 ・ 海 遊 館 が 見 え る 街 並 み
桜 島 の 南 端 部桜 島 の 南 端 部 も う 工 場 街 ば か り と 思 っ て い ま し た が 、 住 宅 の 家 並 が あ る の に び っ く りも う 工 場 街 ば か り と 思 っ て い ま し た が 、 住 宅 の 家 並 が あ る の に び っ く り



正 面 に 高 い 防 潮 堤 が た ち ば た か り 、 道 は 行 き 止 ま り正 面 に 高 い 防 潮 堤 が た ち ば た か り 、 道 は 行 き 止 ま り
防 潮 堤 の 壁 に 天 保 山 渡 船 と 書 か れ 、防 潮 堤 の 壁 に 天 保 山 渡 船 と 書 か れ 、 自 転 車 が 防 潮 堤 へ 上 が る 坂 を 上 っ て ゆ く自 転 車 が 防 潮 堤 へ 上 が る 坂 を 上 っ て ゆ く

桜 島桜 島 (( 此 花 区此 花 区 )) 側側 天 保 山 渡 船 場 前天 保 山 渡 船 場 前 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .



桜 島桜 島 (( 此 花 区此 花 区 )) 側側 天 保 山 渡 船 場 前天 保 山 渡 船 場 前 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .   1 0 : 3 12 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .   1 0 : 3 1



安 治 川 河 口安 治 川 河 口 桜 島桜 島 (( 此 花 区此 花 区 )) 側側 天 保 山 渡 船 場天 保 山 渡 船 場 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .   2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .   

対 岸対 岸 橋 の 向 こ う 側 が 天 保 山橋 の 向 こ う 側 が 天 保 山 (( 港 区港 区 )) の 船 着 き 場の 船 着 き 場 ま た 、 そ の 横 天 保 山 の 桟 橋 に はま た 、 そ の 横 天 保 山 の 桟 橋 に は
日 本 丸 ・ 海 王 丸日 本 丸 ・ 海 王 丸 22 隻 の 帆 船 が 停 泊 。 大 阪 港 も 開 港隻 の 帆 船 が 停 泊 。 大 阪 港 も 開 港 1 5 01 5 0 年 の イ ベ ン ト が 行 わ れ て い ま し た年 の イ ベ ン ト が 行 わ れ て い ま し た





渡船は朝6時30分から夜8時30分まで30分毎

予想以上に便数が多いのにびっくり。
通勤時間はもっと多い。
十分に地域の足の役割が果たせる便数だ。
それに渡船は「道」なので乗船はただであり、
自転車の乗船も可である

また USJと天保山海遊館 大阪の人気スポッ

トをダイレクトに結ぶ人気の観光ルートである



1 0 : 3 0 発 の 渡 船 が ち ょ っ と 遅 れ て 到 着 乗 船 す る と す ぐ 出 発 で し た



渡 船 に 乗 っ て渡 船 に 乗 っ て 安 治 川 の 対 岸安 治 川 の 対 岸 天 保 山 桟 橋 ・ 海 遊 館 を 眺 め る天 保 山 桟 橋 ・ 海 遊 館 を 眺 め る 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .



渡 船 に 乗 っ て渡 船 に 乗 っ て 安 治 川 河 口 の 出 口安 治 川 河 口 の 出 口 南 側 南 港 方 面南 側 南 港 方 面 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .

天保山桟橋に停泊中の日本丸と海王丸天保山桟橋に停泊中の日本丸と海王丸 後ろは観光船サンタマリア号後ろは観光船サンタマリア号



安 治 川 河 口安 治 川 河 口 北 の 上 流 側北 の 上 流 側 対 岸 の 桜 島 側対 岸 の 桜 島 側

安 治 川 河 口 南 側安 治 川 河 口 南 側 天 保 桟 橋 か ら 南 港天 保 桟 橋 か ら 南 港



安 治 川 河 口 北 の 上 流 側 の 上 流 側安 治 川 河 口 北 の 上 流 側 の 上 流 側 大 阪 の 市 街 地 を 眺 め る大 阪 の 市 街 地 を 眺 め る

桜島桜島((此花区此花区))側側 港区側港区側



天保山の渡船場天保山の渡船場 2017.10.27.2017.10.27.



天 保 山 渡 船 場 の す ぐ 上 が 低 山 で 有 名 な 天 保 山天 保 山 渡 船 場 の す ぐ 上 が 低 山 で 有 名 な 天 保 山 大 き な 碑 が 見 え る大 き な 碑 が 見 え る 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .



安 治 川 東 岸 側 築 港 ( 島 ) の 船 着 き 場 の す ぐ 上 を 阪 神 高 速 湾 岸 線 が 安 治 川 を
渡 り 、 す ぐ 北 側 は 天 保 山 運 河 で 区 切 ら れ て い る





渡 船 場 の す ぐ 横 の 丘 が 天 保 山 の あ る 天 保 山 公 園渡 船 場 の す ぐ 横 の 丘 が 天 保 山 の あ る 天 保 山 公 園 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .
大 き な 碑 が あ る の で す が 、大 き な 碑 が あ る の で す が 、 三 角 点 の あ る 天 保 山 は ど こ だ ろ う か三 角 点 の あ る 天 保 山 は ど こ だ ろ う か …… ・・ ?? 見 当 た ら な い見 当 た ら な い



親 子 連 れ が 座 っ て 写 真 を 撮 っ て い る と こ ろ が 三 角 点 の あ る 頂 上 で し た親 子 連 れ が 座 っ て 写 真 を 撮 っ て い る と こ ろ が 三 角 点 の あ る 頂 上 で し た



か つ て はか つ て は 国 土 地 理 院 の 地 図 に 記 載 さ れ て い る 日 本 一 低 い 山国 土 地 理 院 の 地 図 に 記 載 さ れ て い る 日 本 一 低 い 山 高 さ高 さ 4 . 5 m4 . 5 m 「 天 保 山 」「 天 保 山 」
現 在 は 四 国 に も っ と 低 い 山 が 見 つ か っ て 、 日 本 一 の 座 を 降 り た 。現 在 は 四 国 に も っ と 低 い 山 が 見 つ か っ て 、 日 本 一 の 座 を 降 り た 。
で もで も 大 阪 の 港 の シ ン ボ ル で あ る こ と に は 変 わ り な い大 阪 の 港 の シ ン ボ ル で あ る こ と に は 変 わ り な い





天 保 山 桟 橋 で 大 阪 開 港 １ ５ ０ 年 記 念 展 示 さ れ て い た 日 本 丸天 保 山 桟 橋 で 大 阪 開 港 １ ５ ０ 年 記 念 展 示 さ れ て い た 日 本 丸
本 年 ７ 月 神 戸 港 の 開 港 １ ５ ０ 年 記 念 展 示 で 見 た ば か り で す が 、 や っ ぱ り 足 が 向 く本 年 ７ 月 神 戸 港 の 開 港 １ ５ ０ 年 記 念 展 示 で 見 た ば か り で す が 、 や っ ぱ り 足 が 向 く

大 阪 港 開 港 １ ５ ０ 年 を 迎 え た 天 保 山 桟 橋大 阪 港 開 港 １ ５ ０ 年 を 迎 え た 天 保 山 桟 橋 帆 船 展 示帆 船 展 示 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .



大 阪 港 開 港 １ ５ ０ 年 を 迎 え た 天 保 山 桟 橋大 阪 港 開 港 １ ５ ０ 年 を 迎 え た 天 保 山 桟 橋 帆 船 展 示帆 船 展 示 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .



大阪開港１５０年記念展示されていた海王丸大阪開港１５０年記念展示されていた海王丸

大 阪 港 開 港 １ ５ ０ 年 を 迎 え た 天 保 山 桟 橋大 阪 港 開 港 １ ５ ０ 年 を 迎 え た 天 保 山 桟 橋 帆 船 展 示帆 船 展 示 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .



大 阪 港 開 港 １ ５ ０ 年 を 迎 え た 天 保 山 桟 橋大 阪 港 開 港 １ ５ ０ 年 を 迎 え た 天 保 山 桟 橋 帆 船 展 示帆 船 展 示 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .



天 保 山 築 港 島 岸 壁 南 西 端 か ら 左 : 南 港 島 遠 望 右 : 桜 島 の タ ン ク 群 遠 望
中 央 遠 く 海 に あ る 半 円 は な に か ? 不 思 議 で し た が 、 南 港 の 閉 鎖 さ れ た 「 な に わ の 海 の 時 空 館 」

北 側 は 巨 大 な 水 族 館 「 海 遊 館 」 な ど 島 の 中 央北 側 は 巨 大 な 水 族 館 「 海 遊 館 」 な ど 島 の 中 央 地 下 鉄 大 阪 港 駅 前 広 場 で し た地 下 鉄 大 阪 港 駅 前 広 場 で し た
何 度 も 近 く ま で き た り 、 高 速 道 路 か ら 見 る 場 所 で す が 、 初 め て 歩 き ま し た何 度 も 近 く ま で き た り 、 高 速 道 路 か ら 見 る 場 所 で す が 、 初 め て 歩 き ま し た



天保山渡天保山渡 甚平渡甚平渡

天 保 山 か ら 尻 無 川 の 甚 平 渡 し へ天 保 山 か ら 尻 無 川 の 甚 平 渡 し へ 11:0611:06

天 保 山 築 港 島 の 北 西 端 天 保 山 渡 し 場 に 戻 っ て き て 今 度 は 尻 無 川 の 甚 平 渡 し へ 向 か う
築 港 島 中 央 か ら 港 区 の 中 央 を 地 下 鉄 と 一 緒 に 東 北 に 貫 く 「 み な と 通 り 」 を 歩 い て
朝 潮 橋 か ら 西 へ 折 れ て 街 中 を 歩 け ば 、 甚 平 の 渡 し で あ る 。 子 供 の 頃 何 度 か 連 れ て い っ も
ら っ た 記 憶 は あ る が 、 全 く 覚 え て い な い 。 ま た み な と 通 り の 地 下 鉄 は 国 際 見 本 市 な ど で
何 度 も 通 過 し た 道 で あ る が 、 街 中 は ほ と ん ど 知 ら な い 。



天 保 山 築 港 の 北 端天 保 山 築 港 の 北 端 天 保 山 運 河 沿 い を 西 へ 防 潮 堤 に 沿 っ て 歩 く天 保 山 運 河 沿 い を 西 へ 防 潮 堤 に 沿 っ て 歩 く 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .
高 い 防 潮 堤 が は り め ぐ ら れ 、 時 折高 い 防 潮 堤 が は り め ぐ ら れ 、 時 折 防 潮 堤 開 い た 扉 か ら 垣 間 見 え る が 、防 潮 堤 開 い た 扉 か ら 垣 間 見 え る が 、
運 河 沿 い に あ る 岸 壁 や 町 工 場 の 建 物 な ど は 見 え な い 。運 河 沿 い に あ る 岸 壁 や 町 工 場 の 建 物 な ど は 見 え な い 。



みなと通りみなと通り 天保山運河に架かる千舟橋天保山運河に架かる千舟橋 2017.10.27.2017.10.27.

正 面 に 赤 い ト ラ ス の 南 港 大 橋 が 見 え る み な と 通 り 築 港正 面 に 赤 い ト ラ ス の 南 港 大 橋 が 見 え る み な と 通 り 築 港 22 交 差 点交 差 点
左 へ 折 れ て左 へ 折 れ て 天 保 山 運 河 に 架 か る 橋 を こ え て き た へ天 保 山 運 河 に 架 か る 橋 を こ え て き た へ こ こ は 阪 神 高 速 湾 岸 線 の 天 保 山こ こ は 阪 神 高 速 湾 岸 線 の 天 保 山 J C T   J C T   
頭 の 上 を い く つ も ル ー プ 高 架 の 道 路 が ま た い で ゆ く頭 の 上 を い く つ も ル ー プ 高 架 の 道 路 が ま た い で ゆ く



みなと通りみなと通り 千舟橋から見る運河沿い千舟橋から見る運河沿いJCTJCTを通過して南港大橋に向かう阪神高速湾岸線を通過して南港大橋に向かう阪神高速湾岸線

また、千舟橋に並行してまた、千舟橋に並行して 地下鉄がみなと通りを高架で渡ってゆく地下鉄がみなと通りを高架で渡ってゆく



みなと通りみなと通り 天保山運河に架かる千舟橋天保山運河に架かる千舟橋 2017.10.27.2017.10.27.



みなと通りみなと通り 天保山運河に架かる千舟橋より南港大橋を眺める天保山運河に架かる千舟橋より南港大橋を眺める 2017.10.27.2017.10.27.





銀色の大阪ドームが見えてきて、地下鉄朝潮橋の駅前に銀色の大阪ドームが見えてきて、地下鉄朝潮橋の駅前に 11.35. 11.35. 
ここから右へ折れて東へここから右へ折れて東へ 街中を尻無川の甚平渡船場へ街中を尻無川の甚平渡船場へ



尻 無 川尻 無 川 港 区 側港 区 側 甚 平 渡 船 場甚 平 渡 船 場 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 . 1 1 : 5 51 1 : 5 5



尻 無 川尻 無 川 港 区 側港 区 側 甚 平 の 渡 船 場甚 平 の 渡 船 場 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .

大 阪 環 状 線 か ら か い ま 見 え る 尻 無 川 の ア ー チ 水 門大 阪 環 状 線 か ら か い ま 見 え る 尻 無 川 の ア ー チ 水 門 こ ん な 風 だ っ た の だこ ん な 風 だ っ た の だ



尻 無 川尻 無 川 港 区 側港 区 側 甚 平 渡 船 場甚 平 渡 船 場 真 向 い が 大 正 区 側 の 甚 平 渡 船 場真 向 い が 大 正 区 側 の 甚 平 渡 船 場



尻 無 川尻 無 川 港 区 側港 区 側 甚 平 渡 船 場甚 平 渡 船 場
真 向 い が 大 正 区 側 の 甚 平 渡 船 場 で 、真 向 い が 大 正 区 側 の 甚 平 渡 船 場 で 、 対岸の大正区側渡対岸の大正区側渡

船場から船が着いた。船場から船が着いた。 やはり自転車で渡船する人が多いやはり自転車で渡船する人が多い



渡船に乗って対岸へ渡船に乗って対岸へ 川の中央から南側を眺める川の中央から南側を眺める 12:02
尻 無 川 の 南 側 に は 川 に 沿 っ て 工 場 岸 壁 が 並 び 、尻 無 川 の 南 側 に は 川 に 沿 っ て 工 場 岸 壁 が 並 び 、 接 岸 し た 船 の 荷 下 ろ し ク レ ー ン な ど の 機 械 が接 岸 し た 船 の 荷 下 ろ し ク レ ー ン な ど の 機 械 が
忙 し く 働 い て い る の が 見 え る 。忙 し く 働 い て い る の が 見 え る 。

尻 無 川尻 無 川 港 区 側港 区 側 甚 平 の 渡 船 場甚 平 の 渡 船 場 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .



尻 無 川尻 無 川 港 区 側港 区 側 甚 平 の 渡 船 場甚 平 の 渡 船 場 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .

尻 無 川 の ア ー チ 水 門 の 奥 に 大 阪 の 市 街 地 が 見 え て い る尻 無 川 の ア ー チ 水 門 の 奥 に 大 阪 の 市 街 地 が 見 え て い る
渡船に乗って対岸へ渡船に乗って対岸へ 川の中央から北側を眺める川の中央から北側を眺める 12:02



尻無川の水門の奥尻無川の水門の奥大正橋の手前あたりでしょうか大正橋の手前あたりでしょうか? ? 川が右へカーブしているが、川が右へカーブしているが、

その付近一帯の岸に貨物船でしょうかその付近一帯の岸に貨物船でしょうか いくつも並んで接岸しているのがみえる。いくつも並んで接岸しているのがみえる。
大阪の港が今も川筋を遡って、奥に広がっていることがわかる。大阪の港が今も川筋を遡って、奥に広がっていることがわかる。

平面をつなぐ低い橋が架けられぬ事情がよくわかる場所だ平面をつなぐ低い橋が架けられぬ事情がよくわかる場所だ。



大 正 区 側 の 甚 平 の 渡 船 場大 正 区 側 の 甚 平 の 渡 船 場
ま っ す ぐ 南 北 の 広 い 通 り に 出 る と マ ン シ ョ ン 群 が 立 ち 並 ぶ 住 宅 地ま っ す ぐ 南 北 の 広 い 通 り に 出 る と マ ン シ ョ ン 群 が 立 ち 並 ぶ 住 宅 地 港 区 側 と は 対 照 的 。港 区 側 と は 対 照 的 。



甚 平 の 渡 し か ら 尻 無 川 の 河 口 に あ る 千 歳 渡 船 場 へ 1 2 : 0 7

こ の 広 い 通 り を ま っ す ぐ 南 へ 下 が れ ば 、 南 恩 加 島 の 南 西 端 。 北 恩 加 島 か ら 南 の 鶴 町 へ 渡 る 独 特
の 形 を し た 千 鳥 橋 が 見 え て い る 。
ま た 、 「 泉 尾 」 の 地 域 標 識 に も 目 が 行 く 。 ト ラ ッ ク に 書 か れ た 「 泉 尾 」 の 文 字 な ど 名 前 だ け は よ
く 知 る 「 泉 尾 」 で あ る 。 大 正 区 の ど 真 ん 中 こ の あ た り が 「 泉 尾 」 な ん だ と 。



北 恩 加 島 か ら 安 治 川 河 口 を 南 の 鶴 町 へ 渡 る 高 架 橋北 恩 加 島 か ら 安 治 川 河 口 を 南 の 鶴 町 へ 渡 る 高 架 橋 千 歳 橋 の 入 口千 歳 橋 の 入 口
橋 を 渡 ら ず 左 手 の 側 道 を 行 く と 北 恩 加 島 の 南 西 端橋 を 渡 ら ず 左 手 の 側 道 を 行 く と 北 恩 加 島 の 南 西 端 尻 無 川 河 口 か ら 南 の 鶴 町 へ 渡 る 千 歳 渡 船 場尻 無 川 河 口 か ら 南 の 鶴 町 へ 渡 る 千 歳 渡 船 場
島 の 狭 い 場 所 で 高 い 位 置 で 河 口 を 渡 る 橋 を か け る た め 、 道 路 は い っ た ん 右 に カ ー ブ し て か ら 左 へ島 の 狭 い 場 所 で 高 い 位 置 で 河 口 を 渡 る 橋 を か け る た め 、 道 路 は い っ た ん 右 に カ ー ブ し て か ら 左 へ
再 度 カ ー ブ し て 橋 を 渡 っ て ゆ く 。再 度 カ ー ブ し て 橋 を 渡 っ て ゆ く 。



千歳渡千歳渡

船町渡船町渡

このどん突きが北恩加島の南西端千歳渡船場
またこの千歳橋は歩道もついているので、橋も
わたってみなければ・・・・・



尻 無 川 の 河 口 を 北 恩 加 島 か ら 南 の 鶴 町 へ 渡 る 千 歳 渡 船 場 前尻 無 川 の 河 口 を 北 恩 加 島 か ら 南 の 鶴 町 へ 渡 る 千 歳 渡 船 場 前 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .



尻 無 川 の 河 口 を 北 恩 加 島 か ら 南 の 鶴 町 へ 渡 る 千 歳 渡 船 場 前尻 無 川 の 河 口 を 北 恩 加 島 か ら 南 の 鶴 町 へ 渡 る 千 歳 渡 船 場 前 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 . 1 2 : 2 21 2 : 2 2

尻 無 川 河 口 を 中 心 に 広 が る 大 阪 北 港 の 広 い 海 水 面 を 千 歳 橋 が 鶴 町 の 島 へ 渡 っ て ゆ く 。尻 無 川 河 口 を 中 心 に 広 が る 大 阪 北 港 の 広 い 海 水 面 を 千 歳 橋 が 鶴 町 の 島 へ 渡 っ て ゆ く 。
右 手 に は 天 保 山 か ら 南 港 へ 渡 る 南 港 大 橋右 手 に は 天 保 山 か ら 南 港 へ 渡 る 南 港 大 橋 ま た 、 鶴 町 へ 渡 る な み はま た 、 鶴 町 へ 渡 る な み は なな 大 橋 が 見 え る大 橋 が 見 え る



渡 船 が 出 た と こ ろ な の で 渡 船 場 横 の 岸 壁 や 千 歳 橋 の 上 な ど 周 辺 を 歩 く こ と に 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .
渡船場に隣接する大正内港の岸壁 左: 北の上流側 右:南の河口側鶴町へ渡る千歳橋

尻 無 川 上 流 側尻 無 川 上 流 側 川 沿 い の 大 正 内 港 の 岸 壁川 沿 い の 大 正 内 港 の 岸 壁



尻 無 川 下 流 側尻 無 川 下 流 側 南南 川 沿 い の 大 正 内 港 の 岸 壁川 沿 い の 大 正 内 港 の 岸 壁



千 歳 橋 は 大 正 区 鶴 町千 歳 橋 は 大 正 区 鶴 町 〜〜 同同 北 恩 加 島 間 へ の 架 橋 に よ り 、 市 内 中 心 部 へ の 交 通 を 遠 回 り せ ざ る北 恩 加 島 間 へ の 架 橋 に よ り 、 市 内 中 心 部 へ の 交 通 を 遠 回 り せ ざ る
を 得 な か っ た 鶴 町 地 区 の 交 通 の 便 を 改 善 す る と と も に 、 東 側 に あ る 大 動 脈 大 正 通 の 交 通 混 雑を 得 な か っ た 鶴 町 地 区 の 交 通 の 便 を 改 善 す る と と も に 、 東 側 に あ る 大 動 脈 大 正 通 の 交 通 混 雑
を 緩 和 す る 目 的 で 設 置 さ れ た 。を 緩 和 す る 目 的 で 設 置 さ れ た 。
海 面 か ら の 高 さ が海 面 か ら の 高 さ が 2 82 8 メ ー ト ル あ り 、 歩 行 者 や 自 転 車 の 利 用 に は 不 便 な こ と か ら 、 渡 船 は 橋 開 通メ ー ト ル あ り 、 歩 行 者 や 自 転 車 の 利 用 に は 不 便 な こ と か ら 、 渡 船 は 橋 開 通
後 も 存 続 さ れ て い る 。後 も 存 続 さ れ て い る 。 便 利 に な っ た と い え ど も便 利 に な っ た と い え ど も こ の 橋 を 毎 日 歩 く と な る と 本 当 に 大 変 だ 。こ の 橋 を 毎 日 歩 く と な る と 本 当 に 大 変 だ 。
で もで も 高 い の で 橋 の 上 か ら は 大 阪 港 が ３ ６ ０ 度 一 望 で き る高 い の で 橋 の 上 か ら は 大 阪 港 が ３ ６ ０ 度 一 望 で き る







•• 大阪の港は古くから大阪湾にそそぐ川の河口奥深くにあり、大阪の港は古くから大阪湾にそそぐ川の河口奥深くにあり、 港の川を渡る渡し港の川を渡る渡し
が今も現役で残っているが今も現役で残っている

2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 . 大 阪 北 港 の 渡 し 巡 り 尻 無 川 河 口 大 正 内 港 に 架 か る 千 歳 橋 よ り 周 辺 を 眺 め る

東 北 側東 北 側 大 正 内 港大 正 内 港 背 後 に 生 駒 山 が か す む 手 前背 後 に 生 駒 山 が か す む 手 前 千 歳 公 園千 歳 公 園 右 端 に ア ベ ノ ハ ル カ ス が 遠 望右 端 に ア ベ ノ ハ ル カ ス が 遠 望

南 西 の 大 阪 南 港南 西 の 大 阪 南 港 南 港 大 橋 を 眺 め る南 港 大 橋 を 眺 め る 東 南東 南 大 正 内 港 か ら 右 端 新 木 津 川 大 橋大 正 内 港 か ら 右 端 新 木 津 川 大 橋



南 港 大 橋 を 眺 め る の も 本 当 に 久 し ぶ り南 港 大 橋 を 眺 め る の も 本 当 に 久 し ぶ り 尻 無 川 河 口 大 正 内 港 に 架 か る 千 歳 橋 よ り尻 無 川 河 口 大 正 内 港 に 架 か る 千 歳 橋 よ り 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .
赤 い 鉄 骨 の 南 港 大 橋 の 手 前 に コ ン ク リ ー ト の な み は赤 い 鉄 骨 の 南 港 大 橋 の 手 前 に コ ン ク リ ー ト の な み は なな 大 橋 が 見 え て い る大 橋 が 見 え て い る



西 六 甲 の 山 か ら は か す ん で 見 え な か っ た 二 上 山 ・ 葛 城 山 ・ 金 剛 山 が 木 津 川 河 口 の 港 の 向 こ う に 見 え て い る 。西 六 甲 の 山 か ら は か す ん で 見 え な か っ た 二 上 山 ・ 葛 城 山 ・ 金 剛 山 が 木 津 川 河 口 の 港 の 向 こ う に 見 え て い る 。
何 度 も ト ラ イ し た こ の 秋何 度 も ト ラ イ し た こ の 秋 や っ と 二 上 山 が 見 ら れ たや っ と 二 上 山 が 見 ら れ た 尻 無 川 河 口 大 正 内 港 に 架 か る 千 歳 橋 よ り尻 無 川 河 口 大 正 内 港 に 架 か る 千 歳 橋 よ り 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .



千 歳 橋 の 上 か ら 大 正 内 港千 歳 橋 の 上 か ら 大 正 内 港 そ し てそ し て 南 恩 加 島 ・ 鶴 町 の 工 場 地 帯 を 眺 め る南 恩 加 島 ・ 鶴 町 の 工 場 地 帯 を 眺 め る 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .
右 端 に 鶴 町 の 南右 端 に 鶴 町 の 南 船 町 か ら 南 港 へ 渡 る 新 木 津 川 大 橋 が 見 え て い る 。船 町 か ら 南 港 へ 渡 る 新 木 津 川 大 橋 が 見 え て い る 。
大 阪 北 港 の 中 心 部 大 正 区 か ら 南 港 へ 渡 る 大 阪 港 の 大 動 脈 で あ る 。大 阪 北 港 の 中 心 部 大 正 区 か ら 南 港 へ 渡 る 大 阪 港 の 大 動 脈 で あ る 。



千 歳 橋 の 上 か ら 鶴 町 の 工 場 地 帯 を 眺 め る千 歳 橋 の 上 か ら 鶴 町 の 工 場 地 帯 を 眺 め る 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .



千歳橋の上から南の鶴町を眺める千歳橋の上から南の鶴町を眺める
尻無川河口の岸壁の向こうに大きなマンションが群見える。尻無川河口の岸壁の向こうに大きなマンションが群見える。
ここも街の暮らしと港とが共存している。ここも街の暮らしと港とが共存している。



橋 の 中 央 部 か ら 渡 船 場 へ 悖 る と き に 眺 め た 大 正 区 の 景 色橋 の 中 央 部 か ら 渡 船 場 へ 悖 る と き に 眺 め た 大 正 区 の 景 色 尻 無 川 と 木 津 川 に 挟 ま れ た 大尻 無 川 と 木 津 川 に 挟 ま れ た 大
阪 北 港 の 中 心 部阪 北 港 の 中 心 部 川 の 沿 岸 に は 岸 壁 や 工 場 が あ る が 、 中 心 部 は ぎ っ し り 住 宅 が 詰 ま っ て い川 の 沿 岸 に は 岸 壁 や 工 場 が あ る が 、 中 心 部 は ぎ っ し り 住 宅 が 詰 ま っ て い
る 。る 。 鶴 町 も そ う で す が 、 大 正 区 を 中 心 と し た 大 阪 北 港鶴 町 も そ う で す が 、 大 正 区 を 中 心 と し た 大 阪 北 港 (( 大 正 内 港大 正 内 港 )) で は 人 々 の 暮 ら し と 共で は 人 々 の 暮 ら し と 共
存 し て い る こ と が よ く わ か る 。存 し て い る こ と が よ く わ か る 。 渡 船 場 が い く つ も 残 る の も そ の 証 と い え る 。渡 船 場 が い く つ も 残 る の も そ の 証 と い え る 。



南の鶴町側から渡船がやってきた。南の鶴町側から渡船がやってきた。 この尻無川を渡ってこの尻無川を渡って 南の鶴町へ渡る。南の鶴町へ渡る。 12:4612:46



北 恩 加 島 か ら 鶴 町 へ 千 歳 の 渡 し を 渡 る北 恩 加 島 か ら 鶴 町 へ 千 歳 の 渡 し を 渡 る 北 の 恩 加 島 ・ 千 歳 橋 側 の 景 色北 の 恩 加 島 ・ 千 歳 橋 側 の 景 色 2 0 1 7 . 1 0 . 2 72 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .



北 恩 加 島 か ら 鶴 町 へ 千 歳 の 渡 し を 渡 る北 恩 加 島 か ら 鶴 町 へ 千 歳 の 渡 し を 渡 る 鶴 町 側 の 景 色鶴 町 側 の 景 色 2 0 1 7 . 1 0 . 2 72 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .



北恩加島から南へ尻無川河口を南へ渡った鶴町側千歳渡船場北恩加島から南へ尻無川河口を南へ渡った鶴町側千歳渡船場 2017.10.27.2017.10.27. 13:0313:03
すぐ上の高所を千歳橋が渡ってゆく。すぐ上の高所を千歳橋が渡ってゆく。 やっぱりやっぱり この高い橋を渡るのは大変だこの高い橋を渡るのは大変だ



鶴町側千歳渡船場横から鶴町側千歳渡船場横から 今渡ってきた眺めた大阪北港今渡ってきた眺めた大阪北港((内港内港)) 2017.10.27.2017.10.27.



鶴町側鶴町側 千歳渡船場千歳渡船場 2017.10.27.2017.10.27. 13:0313:03

千歳渡千歳渡

船町渡船町渡



鶴町側千歳渡船場から防潮堤を降りて鶴町側千歳渡船場から防潮堤を降りて 鶴町の街中へ鶴町の街中へ 2017.10.27.2017.10.27.



船町渡船町渡

千歳渡千歳渡

鶴 町 側 千 歳 渡 船 場 か ら 南 の 船 町 へ 木 津 川 運 河 を 渡 る 船 町 渡 船 場 へ鶴 町 側 千 歳 渡 船 場 か ら 南 の 船 町 へ 木 津 川 運 河 を 渡 る 船 町 渡 船 場 へ

次 の 船 町 渡 船 場 へ は 鶴 町 の 市 街 地 を 南 へ 抜 け て ゆ く 。 途 中 コ ン次 の 船 町 渡 船 場 へ は 鶴 町 の 市 街 地 を 南 へ 抜 け て ゆ く 。 途 中 コ ン
ビ ニ に 入 っ て 、 握 り 飯 と 水 を 買 っ てビ ニ に 入 っ て 、 握 り 飯 と 水 を 買 っ て ぱ く つ き な が ら 歩 く 。ぱ く つ き な が ら 歩 く 。
南 港 地 区 を 除 け ば 、 大 阪 港 の 一 番 南 の 場 所 で あ る 。南 港 地 区 を 除 け ば 、 大 阪 港 の 一 番 南 の 場 所 で あ る 。
都 心 か ら ず い ぶ ん 離 れ て い る と の 感 覚 な の で す が 、 地 図 を 見 る都 心 か ら ず い ぶ ん 離 れ て い る と の 感 覚 な の で す が 、 地 図 を 見 る
と 難 波 に 近 い 。 多 く の 人 が 港 と 共 存 し て 暮 ら し て い る の だ と 。と 難 波 に 近 い 。 多 く の 人 が 港 と 共 存 し て 暮 ら し て い る の だ と 。
ひ っ き り な し に バ ス が 追 い 抜 い て ゆ く 。ひ っ き り な し に バ ス が 追 い 抜 い て ゆ く 。
学 生 時 代 夏 の学 生 時 代 夏 の 11 ケ 月 工 場 実 習 で 船 町 の 造 船 所 に 大 阪 駅 か ら 市 バケ 月 工 場 実 習 で 船 町 の 造 船 所 に 大 阪 駅 か ら 市 バ
ス でス で 3030 分 だ っ た か か け て 、 船 町 の 工 場 に 通 っ た と き に 、 大 正 ・ 泉分 だ っ た か か け て 、 船 町 の 工 場 に 通 っ た と き に 、 大 正 ・ 泉
尾 ・ 恩 加 島 と 大 阪 港 の 街 中 を 抜 け 、 工 場 街 に 入 り 、 こ の 鶴 町 の 名尾 ・ 恩 加 島 と 大 阪 港 の 街 中 を 抜 け 、 工 場 街 に 入 り 、 こ の 鶴 町 の 名
前 を 知 っ た 記 憶 が あ る 。前 を 知 っ た 記 憶 が あ る 。 船 町 も ふ く め 、 街 の 記 憶 は 全 く 薄 れ て船 町 も ふ く め 、 街 の 記 憶 は 全 く 薄 れ て
い る がい る が ……

千歳渡千歳渡

船町渡船町渡

次 の 船 町 渡 船 場 へ は 鶴 町 の 市 街 地 を 南 へ 抜 け て ゆ く 。 途 中 コ ン ビ ニ に 入 っ て 、 握 り 飯 と 水 を 買 っ て次 の 船 町 渡 船 場 へ は 鶴 町 の 市 街 地 を 南 へ 抜 け て ゆ く 。 途 中 コ ン ビ ニ に 入 っ て 、 握 り 飯 と 水 を 買 っ て
ぱ く つ き な が ら 歩 く 。ぱ く つ き な が ら 歩 く 。 南 港 地 区 を 除 け ば 、 大 阪 港 の 一 番 南 の 場 所 で あ る 。南 港 地 区 を 除 け ば 、 大 阪 港 の 一 番 南 の 場 所 で あ る 。
都 心 か ら ず い ぶ ん 離 れ て い る と の 感 覚 な の で す が 、 地 図 を 見 る と 難 波 に 近 い 。都 心 か ら ず い ぶ ん 離 れ て い る と の 感 覚 な の で す が 、 地 図 を 見 る と 難 波 に 近 い 。

多 く の 人 が 港 と 共 存 し て 暮 ら し て い る の だ と 。 ひ っ き り な し に バ ス が 追 い 抜 い て ゆ く 。多 く の 人 が 港 と 共 存 し て 暮 ら し て い る の だ と 。 ひ っ き り な し に バ ス が 追 い 抜 い て ゆ く 。



鶴町1丁目のバス停のところにある船町渡船場の案内標識で南に折れてまっすぐ
行くと船町渡船場 防潮堤に突き当たる。
私の記憶では鶴町は工場街とあるのですが、四方を川と運河に挟まれ、防潮堤と
港湾施設・工場が取り囲み、出口は北のみの大阪港南端に大阪の下町が今も広

がっているのにびくり。



千歳橋渡船場から２０分ほどで、木津川運河を南に渡る鶴町側船町渡船場千歳橋渡船場から２０分ほどで、木津川運河を南に渡る鶴町側船町渡船場
2017.10.27.2017.10.27. 13:3113:31

目の前に木津川運河が流れ、対岸の船町は中山製鋼の鉄の街目の前に木津川運河が流れ、対岸の船町は中山製鋼の鉄の街



木津川運河を南に渡る鶴町側木津川運河を南に渡る鶴町側 船町渡船場船町渡船場 2017.10.27.                              2017.10.27.                              

記 憶 に は ほ と ん ど 残 っ て い な い 周 辺 の 様 子 大 阪 駅 か ら バ ス で 通 い 、 工 場 の 門 の す ぐ 横 に 船 町 の 船 着 き 場
が あ っ た は ず 。 渡 船 を 待 っ て い る お じ さ ん に 船 町 の 船 着 き 場 の す ぐ 横 に 「 日 立 造 船 の 築 港 工 場 が あ っ た の
で が ・ ・ ・ ・ 」 と 話 し か け る と 「 運 河 の 右 手 側 の ビ ル な ど の 一 角 が 日 立 造 船 。 そ れ 以 外 は 中 山 製 鋼 の 鉄 の
街 。 中 の 様 子 は ず い ぶ ん 違 う よ 」 と 教 え て も ら う 。
ま た 日 立 造 船 の 工 場 が 「 築 港 」 の 名 前 と と も に 残 っ て い る こ と に び っ く り 。



木津川運河を南に渡る鶴町側木津川運河を南に渡る鶴町側 船町渡船場船町渡船場 2017.10.27.                              2017.10.27.                              



木津川運河を鶴町側から南の船町へ渡る木津川運河を鶴町側から南の船町へ渡る 渡船から東の市街地側渡船から東の市街地側 2017.10.27.  2017.10.27.  
奥に船町から北の鶴町へ奥に船町から北の鶴町へ 工場地帯と市街地をつなぐ唯一の橋工場地帯と市街地をつなぐ唯一の橋 大船橋が見える大船橋が見える

鶴町鶴町 →→ 船町船町



木津川運河を鶴町側から南の船町へ渡る木津川運河を鶴町側から南の船町へ渡る 渡船から西の南港を眺める渡船から西の南港を眺める 2017.10.27.  2017.10.27.  
木津川運河の奥に南港のトレードセンタービルが遠望されている木津川運河の奥に南港のトレードセンタービルが遠望されている

船町船町 ←← 鶴町鶴町

ふ と 気 に な っ て 船 町 に あ る 日 立 造 船 が 「 築 港 工 場 」 と よ ば れ る わ け を 考 え て み る 。
こ の 鶴 町 ・ 船 町 は 天 保 山 が 、 外 航 船 が 接 岸 で き る 「 海 港 」 と し て 、 整 備 さ れ る 「 築 港 プ ロ ジ ェ ク ト 」 の 中 で 、
埋 め 立 て 整 備 さ れ た の が 、 理 由 で は な い か ・ ・ ・ ・ ・ ・ ? ?

外 航 船 が 接 岸 で き な か っ た 明 治 初 め の 大 阪 港 。
明 治 か ら 昭 和 に か け て 外 航 船 が 泊 ま れ る 海 港 づ く り の 大 プ ロ ジ ェ ク ト 「 築 港 」 づ く り が 行 わ れ る 。
天 保 山 を 中 心 に 当 時 の 沿 岸 の 埋 め 立 て や 掘 削 が お こ な わ れ 、 木 津 川 か ら 安 治 川 河 口 整 備 。
「 海 港 築 港 」 の 一 大 プ ロ ジ ェ ク ト そ の 中 心 の 天 保 山 で 大 阪 で は 」 こ の 海 港 を 広 く 「 築 港 」 と 呼 び 、 今 も 天
保 山 に は 「 築 港 」 の 地 名 が あ る 。 こ の 時 に 当 時 の 沿 岸 に あ る 船 町 ・ 鶴 町 の 島 が 同 時 に 埋 め 立 て 整 備 さ れ 、
そ れ ら の 島 の 整 備 も 「 築 港 」 と よ ば れ 、 そ の 名 残 が 日 立 造 船 築 港 工 場 の 名 前 と な っ て 残 っ て い る よ う だ 。
ま た 、 大 き な 街 と し て 残 る 鶴 町 地 区 は 築 港 の 名 が 消 え て い っ た の か も し れ な い 。



木津川運河を南に渡って木津川運河を南に渡って 船町側船町側 船町渡船場船町渡船場 2017.10.27.                              2017.10.27.                              



船 町 側 船 町 渡 船 場 前 の 通 り 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 . 工 場 地 帯 の 昼 下 が り 人 の 姿 は 全 く な し

一 度 確 か め た か っ た 日 立 造 船 築 港 工 場 前 お ぼ ろ げ に お ぼ え て い る 。 で も 中 は 全 く 記 憶 な し 。
保 安 へ 行 っ て 、 工 場 概 要 を お 願 い し た の で す が 、 な し と 。 日 立 造 船 の 変 貌 と と も に 築 港 工 場 も 大 き く
変 わ り 、 い ま こ こ に か つ て 桜 島 に あ っ た 研 究 所 が あ る と 。
こ こ に あ っ た 鋳 物 の 工 場 で 実 習 し ま し た が 、 も う 遠 い 過 去 に ・ ・ ・ ・ 。



西 船 町 の バ ス 停 前西 船 町 の バ ス 停 前 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 . 1 3 : 4 8                                               1 3 : 4 8                                               
道 が L 字 に 北 へ 折 れ る 角 に 市 バ ス が 見 え る

大 阪 駅 行 の 標 識 に か つ て 通 っ た バ ス と 昔 の こ と が よ み が え る



船町渡船町渡

落合下渡落合下渡

落合上渡落合上渡

西船町●西船町●

平尾平尾 ●●

右側中山製鋼と書かれた建物右側中山製鋼と書かれた建物

西船町バス停前西船町バス停前

船 町 か ら 大 正 区 の 大 通 り を 北 へ船 町 か ら 大 正 区 の 大 通 り を 北 へ
大 正 区 の 東 側 を 流 れ る 木 津 川 に あ る 落 合 下 ・ 上 の 渡 船 場 を 巡 り大 正 区 の 東 側 を 流 れ る 木 津 川 に あ る 落 合 下 ・ 上 の 渡 船 場 を 巡 り J RJ R 大 正 駅 へ大 正 駅 へ 1 3 : 5 21 3 : 5 2

Google photoGoogle photo
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千島
公園



東 を 木 津 川東 を 木 津 川 西 を 釜 無 川 に 挟 ま れ た 細 長 い 大 阪 北 港 の 中 心 地 大 正 区西 を 釜 無 川 に 挟 ま れ た 細 長 い 大 阪 北 港 の 中 心 地 大 正 区 。。
そ の 南 端そ の 南 端 西 船 町 か ら 北 の 大 正 橋 ま で西 船 町 か ら 北 の 大 正 橋 ま で 大 阪 北 港 の 中 央 を 貫 く 大 正 通 を ま っ す ぐ 北 に大 阪 北 港 の 中 央 を 貫 く 大 正 通 を ま っ す ぐ 北 に
バ ス で 向 か う 。バ ス で 向 か う 。 学 生 時 代学 生 時 代 大 阪 駅 か ら 西 船 町 ま で大 阪 駅 か ら 西 船 町 ま で 工 場 実 習 で 通 っ た 路 線 で あ る 。工 場 実 習 で 通 っ た 路 線 で あ る 。
北 恩 加 島 の 平 尾 町 の バ ス 停 で 下 車 。北 恩 加 島 の 平 尾 町 の バ ス 停 で 下 車 。
そ こ か ら 東 の 木 津 川 と 大 阪 の 市 街 地 西 成 区 と を 結 ぶ 落 合 下 ・ 上 二 つ の 渡 船 場 を 巡 り 、そ こ か ら 東 の 木 津 川 と 大 阪 の 市 街 地 西 成 区 と を 結 ぶ 落 合 下 ・ 上 二 つ の 渡 船 場 を 巡 り 、

大 正 橋 へ 戻 っ て 、 今 回 の 大 阪 港 渡 船 場 巡 り の 終 わ り に す る 。大 正 橋 へ 戻 っ て 、 今 回 の 大 阪 港 渡 船 場 巡 り の 終 わ り に す る 。
船 町 は 人 家 が な い 中 山 製 鋼 の 鉄 の 街船 町 は 人 家 が な い 中 山 製 鋼 の 鉄 の 街 バ ス は 鉄 の 工 場 群 の 中 を 北 へ 抜 け て ゆ くバ ス は 鉄 の 工 場 群 の 中 を 北 へ 抜 け て ゆ く



木津川運河にかかる大船橋木津川運河にかかる大船橋 木津川運河の先に船町渡船場のあたりが見える木津川運河の先に船町渡船場のあたりが見える

大 運 橋 の 交 差 点 を 過 ぎ 、 南 恩 加 島 に は い り 、 平 尾 の バ ス 停 で 降 り て 、大 運 橋 の 交 差 点 を 過 ぎ 、 南 恩 加 島 に は い り 、 平 尾 の バ ス 停 で 降 り て 、
木 津 川 へ 向 か っ て 前 方 の 横 断 歩 道 を 渡 り 、 平 尾 の 街 中 へ は い る 。木 津 川 へ 向 か っ て 前 方 の 横 断 歩 道 を 渡 り 、 平 尾 の 街 中 へ は い る 。 1 3 : 5 51 3 : 5 5
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南 北 の 大 通南 北 の 大 通 大 正 通 の 平 尾 バ ス 停 で 降 り て 、 ま っ す ぐ 東 へ 木 津 川 へ 向 か っ て 歩 く大 正 通 の 平 尾 バ ス 停 で 降 り て 、 ま っ す ぐ 東 へ 木 津 川 へ 向 か っ て 歩 く １ ３１ ３ : 5 6: 5 6
落 合 下 渡 船 場 は も う 少 し 北 側 な の で 、 ジ グ ザ グ に 街 中 を 通 り 抜 け 、 市 営 小 林 住 宅 の ア パ ー落 合 下 渡 船 場 は も う 少 し 北 側 な の で 、 ジ グ ザ グ に 街 中 を 通 り 抜 け 、 市 営 小 林 住 宅 の ア パ ー
ト 群 の 間 を 抜 け 、 小 林 公 園 の 横 を 過 ぎ る と ド ン 付 き のト 群 の 間 を 抜 け 、 小 林 公 園 の 横 を 過 ぎ る と ド ン 付 き の TT 字 路 に字 路 に ← 落 合 下 渡 船 場 の 案 内 板 。← 落 合 下 渡 船 場 の 案 内 板 。



T字路を北に回り込んだところに木津川の防潮堤「落合下渡船場」の案内板があり、東へ入る。字路を北に回り込んだところに木津川の防潮堤「落合下渡船場」の案内板があり、東へ入る。

大正区から東の西成区へ木津川を渡る大正区側大正区から東の西成区へ木津川を渡る大正区側 落合下渡船場前落合下渡船場前 2017.10.27.2017.10.27. 14:1114:11



大正区から東の西成区へ木津川を渡る大正区側大正区から東の西成区へ木津川を渡る大正区側 落合下渡船場落合下渡船場 2017.10.27.2017.10.27. 14:1714:17



大正区から東の西成区へ木津川を渡る大正区側大正区から東の西成区へ木津川を渡る大正区側 落合下渡船場落合下渡船場 2017.10.27.2017.10.27. 14:1714:17

大正区側大正区側 落合下渡船場落合下渡船場西成区側西成区側 落合下渡船場落合下渡船場

もう少し大正区側を歩きたかったので、向かいの渡船場で降りずにそのまま引き返しました



大正区から東の西成区へ木津川を渡る大正区から東の西成区へ木津川を渡る 落合下渡船から北の上流側落合下渡船から北の上流側 2017.10.27.2017.10.27.

落合上渡船場のある三軒家川落合上渡船場のある三軒家川((左左))と木津川と木津川((右右))の合流点のすぐ上にある三軒家水門とアーチの合流点のすぐ上にある三軒家水門とアーチ

型の木津川水門が見え、港に入った船は木津川水門のさらに奥まで遡る型の木津川水門が見え、港に入った船は木津川水門のさらに奥まで遡る

ま た 、 左 手 奥 に 西 か ら 北 へ 回 り 込 ん で く る 尻 無 川 の 北 に あ る 円 形 の 大 阪 ド ー ム が 見 え 、ま た 、 左 手 奥 に 西 か ら 北 へ 回 り 込 ん で く る 尻 無 川 の 北 に あ る 円 形 の 大 阪 ド ー ム が 見 え 、
尻 無 川 と 木 津 川 が 合 流 す る 大 正 橋 の あ た り の 地 理 関 係 が よ く わ か る 。尻 無 川 と 木 津 川 が 合 流 す る 大 正 橋 の あ た り の 地 理 関 係 が よ く わ か る 。



西成側対岸の岸壁には石炭だろうか?いくつも台船が並び、作業中。
その向こうは太平洋マテリアル関連の工場群 そして その後ろには千本松大橋 2017.10.27..



千 本 松 大 橋 の 後 ろ に 名 村 造 船 の 工 場 の 大 き な ク レ ー ン が い く つ も 見 え て い る千 本 松 大 橋 の 後 ろ に 名 村 造 船 の 工 場 の 大 き な ク レ ー ン が い く つ も 見 え て い る



大正区から東の西成区へ木津川を渡る大正区から東の西成区へ木津川を渡る 落合下渡船落合下渡船 復路復路 2017.10.27.2017.10.27.

もう一度 三軒家水門と木津川水門をしっかり、眺める。
どちらの水門の奥にも数多くの艀がはいっており、この二つの水門が水路奥深くに入り込んだ港の
機能を高潮から守る重要な役割を担っていることがよくわかる



西成側対岸の岸壁には石炭だろうか?いくつも台船が並び、作業中。
その向こうは太平洋マテリアル関連の工場群 そして その後ろには千本松大橋 2017.10.27.



大正区から東の西成区へ木津川を渡る大正区側大正区から東の西成区へ木津川を渡る大正区側 落合下渡船場落合下渡船場 2017.10.27.2017.10.27.
大阪の内港が本当に町の奥深くまで入り込んでいることがよくわかる落合下渡船場でした大阪の内港が本当に町の奥深くまで入り込んでいることがよくわかる落合下渡船場でした



小 林 公 園 の バ ス 停 前 ま で 戻 り 、 バ ス 道 を 北 へ 落 合 北 の 渡 船 場 へ 向 か う小 林 公 園 の バ ス 停 前 ま で 戻 り 、 バ ス 道 を 北 へ 落 合 北 の 渡 船 場 へ 向 か う 14:23   14:23   
落 合 下 の 渡 船 場 か ら も 見 え て い た 木 津 川 水 門 の 手 前 の と こ ろ落 合 下 の 渡 船 場 か ら も 見 え て い た 木 津 川 水 門 の 手 前 の と こ ろ
地 図 に よ れ ば地 図 に よ れ ば す ぐ 北 の 千 歳 公 園 の と こ ろ か ら 東 へ は い れ ば 落 合 上 渡 船 場 で あ るす ぐ 北 の 千 歳 公 園 の と こ ろ か ら 東 へ は い れ ば 落 合 上 渡 船 場 で あ る
す ぐ 近 く で あ る 。す ぐ 近 く で あ る 。



千島公園

落合上
渡船場

千歳大橋から眺めた尻無川河口の内港の東奥に見える丘の森 千島公園

万博が開かれた高度成長の時代に地場沈下で機能しなくなって南の住之江へ移った貯木場を地下鉄建
設などで出た廃土を埋め立て大正区の中心公園として作られたという。丘の山は「昭和山」といい、大正
区のシンボル。鶴見緑地の鶴見新山ができるまでは大阪市で一番高いところだったという。
目指す木津川の落合上渡船場は公園の後ろである。
この写真手前の内港は北恩加島町そして 千島公園は千島町。 どちらももっと前は島だったのだろう

午前中に南の端 千歳大橋から眺めた
千歳公園ほか大正区の北の中心部



大 正 区 の 大 き な 公 園大 正 区 の 大 き な 公 園 千 島 公 園千 島 公 園 東 側 入 口 前東 側 入 口 前 2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .2 0 1 7 . 1 0 . 2 7 .
西 の 大 正 通 り か ら こ の 通 り ま で 、 小 さ な 丘 が 丸 ご と 公 園 に な っ て い る 大 き な 千 島 公 園 。
公 園 の 東 側 角 の 入 口 の す ぐ 北 の 三 叉 路 に 落 合 上 渡 船 場 の 標 識 が あ り 、 こ れ を 東 に 入
る と 木 津 川 の 防 潮 堤 落 合 上 渡 船 場 前 へ で る 。



大正区から東の西成区へ木津川を渡る大正区側大正区から東の西成区へ木津川を渡る大正区側 落合上渡船場前落合上渡船場前 2017.10.27.2017.10.27. 14:3114:31



木津川を渡る大正区と西成区を結ぶ落合上渡船場木津川を渡る大正区と西成区を結ぶ落合上渡船場 2017.10.27.2017.10.27.



大正区から東の西成区へ木津川を渡る大正区側大正区から東の西成区へ木津川を渡る大正区側 落合上渡船場落合上渡船場 2017.10.27.2017.10.27.

防 潮 堤 の 上 か ら 木 津 川 の 下 流 南 側 川 沿 い は す べ て 工 場 岸 壁 の よ う だ 木 津 川 沿 岸 の 内 港 で あ る



大正区側大正区側 落合上渡船場のすぐ上流側に、左落合上渡船場のすぐ上流側に、左::三軒家川水門三軒家川水門 右右::木津川水門木津川水門 2017.10.27.2017.10.27.



大正区側大正区側 落合上渡船場から北へ落合上渡船場から北へ 水門のあたりを見に行く水門のあたりを見に行く

落合上の渡しも西成区側で下船せず、往復して大正区側から北へ 今回の大阪港渡船場巡り
はこれで終わり。大通りにでず、木津川沿いに水門のあたりまで歩いて、それからJR大正駅に
向かう。 大阪港にある8の渡船場のうち6つをめぐることができました。



三軒家水門の北で、西に折れて、街中を大正通三軒家水門の北で、西に折れて、街中を大正通 泉尾南の交差点に出て、泉尾南の交差点に出て、
ここからバスでここからバスでJRJR大正駅に向かいました大正駅に向かいました



大正通大正通 泉尾南の交差点に出て、ここからバスで泉尾南の交差点に出て、ここからバスでJRJR大正駅に向かいました大正駅に向かいました ２０１７２０１７.10.27..10.27. 14:5014:50



大阪港の渡し大阪港の渡し 渡船場巡りの終着点渡船場巡りの終着点 JRJR大正駅大正駅 2017.10.27.15:052017.10.27.15:05



一 日 大 阪 港 の 渡 し を 巡 る一 日 大 阪 港 の 渡 し を 巡 る w a l k    w a l k    
大 阪 湾 に そ そ ぐ ３ つ の 川大 阪 湾 に そ そ ぐ ３ つ の 川 西 か ら 東 へ西 か ら 東 へ 安 治 川 ・ 尻 無 川 ・ 木 津 川 の 川 筋 に 今 も 活 動 が つ つ く 大 阪 北 港 。安 治 川 ・ 尻 無 川 ・ 木 津 川 の 川 筋 に 今 も 活 動 が つ つ く 大 阪 北 港 。
川 筋 と 運 河 に は さ ま れ た 狭 い 島 の 中川 筋 と 運 河 に は さ ま れ た 狭 い 島 の 中 周 囲 は 川 に 面 し た 岸 壁 に 直 結 し た 工 場 街周 囲 は 川 に 面 し た 岸 壁 に 直 結 し た 工 場 街
そ し て 高 架 で 島 を 渡 っ て ゆ く 高 速 道 そ し て 大 通 り 網 が 島 の 港 の 機 能 の 中 核 を 担 う 。そ し て 高 架 で 島 を 渡 っ て ゆ く 高 速 道 そ し て 大 通 り 網 が 島 の 港 の 機 能 の 中 核 を 担 う 。
し か し 、 そ の 中 央 に は 多 く の 人 た ち が 暮 ら す 大 阪 の 下 町 が 今 も 健 在 で あ る 。し か し 、 そ の 中 央 に は 多 く の 人 た ち が 暮 ら す 大 阪 の 下 町 が 今 も 健 在 で あ る 。
ひ っ そ り と し た 渡 し 船 か と 思 い ま し た が 、 住 人 達 た ち の 話 し 声 が 飛 び 交 い 、 自 転 車 ご と 隣 の 島 へ 渡 っ て ゆ く 。 都ひ っ そ り と し た 渡 し 船 か と 思 い ま し た が 、 住 人 達 た ち の 話 し 声 が 飛 び 交 い 、 自 転 車 ご と 隣 の 島 へ 渡 っ て ゆ く 。 都
心 か ら 遠 く 離 れ た 南 の 離 れ 小 島 な ど の 妄 想 は い っ ぺ ん に 木 っ 端 み じ ん に 。心 か ら 遠 く 離 れ た 南 の 離 れ 小 島 な ど の 妄 想 は い っ ぺ ん に 木 っ 端 み じ ん に 。

そ ん な 日 常 の 島 の 暮 ら し を 支 え 、 街 と 街 を つ な い で き た の が 、 大 阪 港 さ ん 河 川 の 渡 し の ネ ッ ト ワ ー ク 。そ ん な 日 常 の 島 の 暮 ら し を 支 え 、 街 と 街 を つ な い で き た の が 、 大 阪 港 さ ん 河 川 の 渡 し の ネ ッ ト ワ ー ク 。
一 日 中 渡 船 も １ ５ 分 ～ ３ ０ 分 間 隔 で 運 行 さ れ 、 都 市 内 の 市 バ ス の 運 行 間 隔 と 変 わ ら な い 。一 日 中 渡 船 も １ ５ 分 ～ ３ ０ 分 間 隔 で 運 行 さ れ 、 都 市 内 の 市 バ ス の 運 行 間 隔 と 変 わ ら な い 。
今 も 多 く の 人 た ち が 行 き 来 す る 。今 も 多 く の 人 た ち が 行 き 来 す る 。
大 阪 港 の 渡 し大 阪 港 の 渡 し 全 く 飽 き な い 楽 し い 渡 し 場 巡 り で し た 。全 く 飽 き な い 楽 し い 渡 し 場 巡 り で し た 。

南 港 に 港 機 能 の 主 要 部 が 移 っ て 、 ド ン ド ン 疲 弊 し て い る の で は と 思 っ て い ま し た が 、 元 気 な 大 阪 内 港 の 活 動 に も南 港 に 港 機 能 の 主 要 部 が 移 っ て 、 ド ン ド ン 疲 弊 し て い る の で は と 思 っ て い ま し た が 、 元 気 な 大 阪 内 港 の 活 動 に も
び っ く り で し た 。び っ く り で し た 。 ま た 、 鉄 の 街 を 見 る 機 会 が ど ん ど ん 減 っ て 、 寂 し く な っ て い ま し た が 、 ひ さ し ぶ り にま た 、 鉄 の 街 を 見 る 機 会 が ど ん ど ん 減 っ て 、 寂 し く な っ て い ま し た が 、 ひ さ し ぶ り に 活 発 に活 発 に
動 く 川 筋 に あ る 鉄 の 街 ・ 工 場 を 見 る こ と も で き ま し た 。動 く 川 筋 に あ る 鉄 の 街 ・ 工 場 を 見 る こ と も で き ま し た 。 た だ 、 造 船 所 が 次 々 、 消 え て ゆ く の は さ び し い 。た だ 、 造 船 所 が 次 々 、 消 え て ゆ く の は さ び し い 。

W a l kW a l k の 中 での 中 で う っ す ら 記 憶 に あ る 地 名 が 飛 び 出 し 、 街 中 を 歩 け た の も 収 穫 。う っ す ら 記 憶 に あ る 地 名 が 飛 び 出 し 、 街 中 を 歩 け た の も 収 穫 。
街 で 見 か け る ト ラ ッ ク の 住 所 は こ ん な 町 だ っ た ん だ な ど な ど 。街 で 見 か け る ト ラ ッ ク の 住 所 は こ ん な 町 だ っ た ん だ な ど な ど 。
親 父 が よ く 言 っ て い た 木 津 川 沿 岸親 父 が よ く 言 っ て い た 木 津 川 沿 岸 大 正 橋大 正 橋 三 軒 家三 軒 家 築 港築 港 天 保 山天 保 山 安 治 川安 治 川 な ど の 地 名 。な ど の 地 名 。
そ し て 学 生 時 代 の 記 憶そ し て 学 生 時 代 の 記 憶 鶴 町 ・ 船 町 も し っ か り 見 て き ま し た 。鶴 町 ・ 船 町 も し っ か り 見 て き ま し た 。 安 治 川 口 か ら 桜 島安 治 川 口 か ら 桜 島 U S JU S J が で き て か ら の 変が で き て か ら の 変
貌 そ し て 天 保 山 の 変 貌 に も び っ く り 。貌 そ し て 天 保 山 の 変 貌 に も び っ く り 。
こ っ ち は も うこ っ ち は も う 浦 島 太 郎 で し た 。浦 島 太 郎 で し た 。 ま た 、 天 保 山 に も 登 っ て 三 角 点 踏 み そ し て 日 本 丸 ・ 海 王 丸 も み れ ま し た 。ま た 、 天 保 山 に も 登 っ て 三 角 点 踏 み そ し て 日 本 丸 ・ 海 王 丸 も み れ ま し た 。

駆 け 足 の 大 阪 港 の 渡 し駆 け 足 の 大 阪 港 の 渡 し w a l kw a l k で し た が 、で し た が 、 一 応一 応 予 定 通 り 、 全 部 回 れ ま し た予 定 通 り 、 全 部 回 れ ま し た が 、 安 治 川 の 源 平 渡 し 代 替 地 下 歩 道 ト ン ネが 、 安 治 川 の 源 平 渡 し 代 替 地 下 歩 道 ト ン ネ
ル と 消 え た 安 治 川 の 渡 し 群ル と 消 え た 安 治 川 の 渡 し 群 築 港 ほ か 地 名 か ら 見 え て く る 島 々 の 埋 め 立 て と 港 整 備 の 歴 史 等 々 ま だ ま た 面 白築 港 ほ か 地 名 か ら 見 え て く る 島 々 の 埋 め 立 て と 港 整 備 の 歴 史 等 々 ま だ ま た 面 白
い こ と が あ る と 見 え るい こ と が あ る と 見 え る 大 阪 の 渡 し大 阪 の 渡 し w a l kw a l k 。。 次 回 は ま た 別 の ま わ り 方 を ト ラ イ し た い と 。次 回 は ま た 別 の ま わ り 方 を ト ラ イ し た い と 。
ま た 、 今 回 は 歩 け な か っ た 大 正 橋 か ら 西 九 条 へ の 港 地 域 の 北 側 界 隈ま た 、 今 回 は 歩 け な か っ た 大 正 橋 か ら 西 九 条 へ の 港 地 域 の 北 側 界 隈 ま た 次 の 機ま た 次 の 機 会会 に ト ラ イ し た い と 。に ト ラ イ し た い と 。
知 っ て い る よ う で 知 ら な い 街 歩 き 。 今 回 も ま た知 っ て い る よ う で 知 ら な い 街 歩 き 。 今 回 も ま た そ ん な う れ し い 街 歩 き 。そ ん な う れ し い 街 歩 き 。
私 に と っ て は 昔 の 記 憶 を 呼 び 覚 ま す 街 歩 き で も あ り 、 う れ し い 私 的 な 写 真 帳 が で き そ う 。私 に と っ て は 昔 の 記 憶 を 呼 び 覚 ま す 街 歩 き で も あ り 、 う れ し い 私 的 な 写 真 帳 が で き そ う 。 楽 し い 一 日 で し た 。楽 し い 一 日 で し た 。

環 状 線 の 窓 か ら環 状 線 の 窓 か ら 大 阪 内 港 の 船 や ア ー チ 型 水 門 を 眺 め な が ら大 阪 内 港 の 船 や ア ー チ 型 水 門 を 眺 め な が ら
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主水門閉鎖作業中 → 主水門完全閉鎖

副水門閉鎖作業中 → 副水門完全閉鎖

アーチ型水門アーチ型水門 河を閉じる水門はどこに河を閉じる水門はどこに 格納されているのだろうか格納されているのだろうか? ? 不思議で・・・・・・・・・不思議で・・・・・・・・・

調べてみて調べてみて やっとその疑問が解けましたやっとその疑問が解けました



《 木津川水門の閉鎖から開門までの例 》

http://non-chan.sakura.ne.jp/Okkiimono/Okkiimon/VisorGate/VisorGate02.htm より

鎖が沈んでゆく鎖が沈んでゆく

➡ ➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡



大 阪 の 港 の 3 つ の 安 治 川 ・ 尻 無 川 ・ 木 津 川 に な ぜ ア ー チ 型 水 門 が あ る の か 、 こ れ ら の 川 に は す べ
て 高 い 防 潮 堤 が 張 り 巡 ら さ れ て い る の に 、 な ぜ 高 潮 対 策 の 水 門 が い る の か ? ? ?  と 。
よ く わ か り ま せ ん で し た が 、 水 門 構 造 ・ 水 門 閉 鎖 の 作 業 ・ 水 門 構 造 を 知 っ て 、 そ れ が 理 解 で き ま し た 。

こ れ ら の 川 の 奥 に 内 港 が あ り 、 数 多 く の
船 が 停 泊 し て い る 大 阪 。 高 潮 が 発 生 し
て 、 川 を 遡 る 潮 か ら 川 筋 の 岸 壁 に い る 船
を 守 る の が 主 用 途 な ん だ と 。

要 は 海 岸 の 沖 に あ る 波 け し ブ ロ ッ ク の 役
割 と 同 じ で 、 川 を 遡 る 高 潮 の ス ピ ー ド を 殺
す の が 役 割 の よ う だ 。
し た が っ て 、 閉 じ ら れ る 水 門 は 底 に は つ い
て お ら ず 、 海 水 表 面 か ら 上 へ 出 て い る 部 分 が 重 要 な ん だ と 。
川 の 水 位 上 昇 を 抑 え る の が 主 目 的 で は な く 、 川 を 遡 る 潮 の ス ピ ー ド を 落 と し 、 急 速 な 川 の 水 位 上 昇
を 緩 和 す る 目 的 だ と 。

し た が っ て 狭 い 川 筋 に 港 が あ る 大 阪 に は 重 要 な
ん だ と 。 し た が っ て 川 幅 の 大 き な 淀 川 に は 防 潮
堤 は 完 備 さ れ て い る が 、 ア ー チ 型 水 門 は な い の だ と 。

間 違 っ て い る か な ぁ ???

大河 淀川にはアーチ型水門がないのに なぜ 大阪港の３河川にアーチ水門がいるのか?
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